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1 9 6 9年7月2 0日（米東部時間）、アポロ1 1号が人類初の月面着
陸に成功し、同号のニール・アームストロング船長が、月に降り
立った際に述べた、「1人の人間にとっては小さな一歩だが、人類
にとっては大きな飛躍だ」という言葉を知っている人も多いことだ

ろう。月面着陸から5 5年を迎えた今、人類の宇宙開発の歴史を振
り返るとともに、現在、公的宇宙機関や民間企業がどのような宇宙

開発を行っているかを見ていきたい。ケネディ大統領やアームスト

ロング船長の歴史的肉声や CNNの宇宙ニュースも併せてお届け
する。
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V2ロケットはドイツが開発・運用していたアグリガッド・ロケットシリーズのA4を転用・兵器化したもの。
写真はドイツのペーネミュンデ歴史技術博物館にあるA4ロケットの実物大の模型
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ロケット開発から
「スプートニク・ショック」まで

空気のない宇宙空間を旅するには
ロケットが必要である。19世紀末
から20世紀初頭に、ロケットによ
る宇宙旅行を初めて科学的に考
察したのは、ロシアの物理学者コ
ンスタンチン・ツィオルコフスキー
であった。ツィオルコフスキーは
ロケット推進の原理を「ツィオルコ
フスキーの公式」としてまとめた。
また自著の中で、「人類はいつまで

も地球という揺りかごにとどまっ
てはいない」と述べている。
　1920年代になると、ソ連、ドイ
ツ、米国にロケットを研究する科
学者や技術者が登場した。ソ連の
セルゲイ・コロリョフ、ヴァレン
ティン・グルシュコ、ドイツのヘル
マン・オーベルト、ヴェルナー・フォ
ン・ブラウン、米国のロバート・ゴ
ダードなどである。第二次世界大
戦末期に、フォン・ブラウンらが開
発したドイツのV2号は、近代的ロ
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